
エネルギー
セキュリティへの

視点
3.11 から3 年が経った。日本ではすべての原子力が停止したままで冬を越した。

貿易収支だけでなく経常収支も赤字を喫し、4 月には消費税も上がる。日本経済に不透明感が漂い、

日本の外では中東・アフリカ、ロシア・ウクライナ、東アジアでも不安定な状況が続くなか、

エネルギーセキュリティをどう考えるのか ?

安全保障、自給率、資源外交、備蓄、原子燃料サイクルといった各側面について、

専門家・有識者の意見を聴いた──

©DNY59/E+/gettyimages

20



21［やく］  2014 March22 ［やく］  2014 March

　

ま
る
で
竜
宮
城
だ
─
─
例
え
ば
紛
争
が
続
く
南

ス
ー
ダ
ン
か
ら
、
ナ
イ
ロ
ビ
、
ド
バ
イ
を
経
由
し
て

帰
国
す
る
。
南
ス
ー
ダ
ン
の
国
境
地
帯
か
ら
首
都

ジ
ュ
バ
に
戻
っ
た
だ
け
で
都
会
に
戻
っ
た
気
が
す
る

し
、
ナ
イ
ロ
ビ
は
文
明
国
、
ド
バ
イ
は
華
や
か
な
先

進
国
、
そ
し
て
成
田
に
着
く
と
も
う
竜
宮
城
。
ポ
ロ

ン
ポ
ロ
ン
と
心
地
よ
い
音
楽
が
流
れ
、
国
際
基
準
で

見
れ
ば
と
て
つ
も
な
く
平
和
で
安
全
な
国
。
そ
れ
が

日
本
だ
。

　

日
本
が
こ
れ
ほ
ど
の
国
に
な
っ
た
こ
と
は
喜
ば
し

い
が
、
そ
れ
は
日
本
の
主
体
的
努
力
だ
け
で
成
し
得

た
も
の
で
は
な
い
。
戦
後
の
国
際
情
勢
の
な
か
、
自

ら
安
全
保
障
問
題
に
関
わ
ら
ず
に
済
む
と
い
う
幸
運

に
恵
ま
れ
た
。
結
果
と
し
て
今
日
の
平
和
が
あ
る
わ

け
だ
が
、
六
〇
年
以
上
も
こ
の
状
態
が
続
い
た
こ
と

で
、
日
本
人
は
「
安
全
は
タ
ダ
」「
平
和
が
当
た
り

前
」
と
い
う
感
覚
を
身
に
つ
け
て
し
ま
っ
た
。

　

し
か
し
世
界
は
変
化
し
て
い
る
。
国
際
社
会
に
お

け
る
ア
メ
リ
カ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
低
下
す
る
一
方
、

中
国
が
国
力
を
増
強
。
中
東
・
ア
フ
リ
カ
を
中
心
に

紛
争
は
熾
烈
化
し
、
国
際
テ
ロ
勢
力
も
国
境
を
超
え

て
拡
散
傾
向
に
あ
る
。
世
界
の
治
安
が
ど
ん
ど
ん
悪

化
す
る
一
方
で
、
今
ま
で
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
頼
み

が
期
待
で
き
な
い
以
上
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

し
か
な
い
事
態
に
直
面
し
つ
つ
あ
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
政
府
は
昨
年
一
二
月
、
国
家
安
全

保
障
会
議
（
日
本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
を
創
設
し
、
国
家
安

全
保
障
戦
略
を
策
定
。
日
本
の
国
益
、
国
家
安
全
保

障
上
の
目
標
と
課
題
、
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
戦

略
ア
プ
ロ
ー
チ
を
明
示
し
た
も
の
で
、
独
立
国
家
の

安
全
保
障
戦
略
と
し
て
至
極
妥
当
な
も
の
だ
。

　

た
だ
問
題
は
こ
の
戦
略
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
現
場
レ

ベ
ル
で
ど
う
実
行
し
て
い
く
か
。
安
全
保
障
は
情
報

が
命
。
世
界
情
勢
に
ア
ジ
ャ
ス
ト
で
き
る
人
材
が
不

め
な
い
と
い
け
な
い
。
欧
米
で
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
学
問
と
し
て
成
立
し
、
体
系
的
に
学

ぶ
し
く
み
が
で
き
て
い
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
基

本
は
割
と
単
純
で
、
性
悪
説
の
も
と
自
分
が
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
な
ら
な
い
よ
う
警
戒
心
を
顕
す
と
と
も
に
、

万
一
の
対
応
を
考
え
て
お
く
こ
と
に
尽
き
る
。
日
本

人
は
防
災
訓
練
の
浸
透
で
地
震
の
時
さ
っ
と
机
の
下

に
潜
れ
る
が
、
銃
声
を
聞
く
と
フ
リ
ー
ズ
し
て
し
ま

可
欠
だ
が
、
今
の
日
本
に
は
イ
ラ
ク
や
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
よ
う
な
国
に
行
っ
て
、
現
地
で
デ
ィ
ー
プ
な

情
報
収
集
が
で
き
る
人
材
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

　

政
府
だ
け
で
な
く
民
間
で
も
人
材
不
足
は
深
刻

だ
。
八
〇
年
代
頃
ま
で
は
百
戦
錬
磨
の
ネ
ゴ
シ
エ
イ

タ
ー
と
か
、
世
界
中
ど
こ
に
で
も
分
け
入
っ
て
事
業

を
進
め
る
商
社
マ
ン
と
か
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
溢
れ
る

人
が
結
構
い
た
が
、
こ
う
し
た
世
代
が
引
退
し
た
あ

と
、
若
い
世
代
が
育
っ
て
い
な
い
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
（
法
令
遵
守
）
が
浸
透
し
て
無
茶
な
交
渉
は
で

き
ず
、
危
険
が
迫
れ
ば
す
ぐ
撤
収
と
い
う
形
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
修
羅
場
経
験
の
な
い
ス
マ
ー
ト
な
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
ば
か
り
。
日
本
人
は
規
制
さ
れ
る
の
が

好
き
だ
が
、
も
っ
と
独
立
自
尊
で
や
っ
て
い
く
気
概

が
な
い
と
、
世
界
で
交
渉
な
ど
で
き
は
し
な
い
。

　

情
報
収
集
の
ベ
ー
ス
は
信
頼
関
係
。
い
く
ら
情
報

網
が
発
達
し
て
も
実
際
に
会
わ
な
い
と
物
事
が
動
か

エ ネ ル ギ ー セ キ ュリティへ の 視 点

菅
原 

出 

国
際
政
治
ア
ナ
リ
ス
ト

安
全
保
障

「
竜
宮
城
」か
ら
の
覚
醒

すがわら　いずる
国際政治アナリスト；
国際ジャーナリスト
1969年東京都生まれ。中央大学法
学部卒、アムステルダム大学政治社
会学部国際関係学科修士課程修了。
シンクタンク ケンブリッジ・フォー
キャスト・グループ社リサーチ・ア
シスタント、東京財団リサーチフェ
ロー、英国危機管理・セキュリティ会
社日本法人G4S Japan取締役、沖縄
大学地域研究所特別研究員などを経
て、10年菅原出事務所代表。著書『リ
スクの世界地図』『秘密戦争の司令官
オバマ』『民間軍事会社の内幕』『戦争
詐欺師』『ウィキリークスの衝撃』『外
注される戦争』など。外交安全保障
分野の人材育成なども手がける。
http://i-sugawara.jp/

な
い
こ
と
は
多
い
。
大
事
な
こ
と
は
、
直
接
現
地
に

飛
び
込
み
、
い
か
に
胸
襟
を
開
い
て
接
し
、
信
頼
し

て
も
ら
う
か
。
単
な
る
金
持
ち
日
本
で
な
く
、
古
来

の
武
士
道
精
神
と
い
う
か
、
日
本
人
と
し
て
の
価
値

観
を
持
っ
て
向
き
合
う
こ
と
こ
そ
価
値
観
外
交
だ
。

　

そ
れ
が
で
き
る
人
材
を
育
成
し
世
界
各
地
に
送
り

出
す
こ
と
が
長
期
的
な
国
の
安
全
保
障
に
つ
な
が
る

が
、
日
本
人
は
ま
ず
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
か
ら
始

国家安全保障会議

中東・アフリカの主なテロ組織

「防衛白書2013」の資料をもとに作成

う
。
逆
に
欧
米
人
は
銃
声
で
す
ぐ
床
に
伏
せ
る
が
、

地
震
で
は
フ
リ
ー
ズ
す
る
。
単
純
だ
が
対
応
を
知
っ

て
お
く
だ
け
で
安
全
性
は
格
段
に
高
ま
る
。

　

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人

質
事
件
の
悲
報
に
も
接
し
て
、
日
本
人
も
よ
う
や

く
「
最
悪
の
事
態
を
想
定
す
る
」
重
要
性
に
気
づ
き

始
め
た
。
海
外
赴
任
す
る
社
員
を
対
象
に
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
訓
練
を
行
う
企
業
も
僅
か
な
が
ら
増
え
て
き
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
な
ど
の
採
掘
現
場
は
辺
境
の
治

安
の
悪
い
地
域
で
あ
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
マ
ラ
ッ
カ

海
峡
を
越
え
て
日
本
に
運
ぶ
な
ら
海
賊
対
策
も
必
要

に
な
る
。
電
力
会
社
は
立
場
的
に
安
く
買
う
の
が
仕

事
だ
が
、
現
地
が
ど
れ
ほ
ど
の
リ
ス
ク
を
抱
え
て
資

源
開
発
し
て
い
る
か
実
情
も
わ
か
ら
ず
値
切
っ
た
り
、

逆
に
ど
ん
な
に
政
情
不
安
定
で
も
金
さ
え
払
え
ば
買

え
る
と
い
う
態
度
で
は
、
信
頼
は
得
ら
れ
な
い
。
上

流
の
資
源
開
発
段
階
か
ら
の
関
与
を
も
っ
と
増
や
す

こ
と
が
、
信
頼
関
係
を
つ
く
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

保
障
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　

従
来
は
、
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
よ
う
に
も
、
原

子
力
の
安
全
神
話
を
覆
す
よ
う
な
対
策
は
取
れ
な

か
っ
た
。
そ
れ
を
許
さ
な
い
マ
イ
ン
ド
が
日
本
全
体

に
あ
っ
た
。
事
故
を
き
っ
か
け
に
、
リ
ス
ク
を
正
面

か
ら
見
据
え
、
そ
れ
で
も
原
子
力
が
必
要
な
ら
ど
の

よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
の
か
─
─
竜
宮
の
夢
か
ら
醒

め
て
、
現
実
を
見
る
と
き
に
来
て
い
る
。

アルジェリア リビア
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ナイジェリア

レバノン

シリア

イエメン

ソマリア

アフガニスタン
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アルカイダ（AQIM）
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アルカイダ（AQI）

アラビア半島の
アルカイダ（AQAP）

ヌスラ戦線 タリバーン

アルカイダ

パキスタン・タリバーン運動

ヒズボラ

ハマス

アル・シャバーブ

ボコ・ハラムアンサール・ディーン

■アルカイダ関連組織
■アルカイダとの関連が指摘される組織
その他のイスラム過激派テロ組織
■テロ組織の拠点が存在するとされる国家など
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内閣情報調査室
内閣情報官

国家安全保障担当内閣総理大臣補佐官

4大臣会合（新規）

国家安全保障に関する
外交・防衛政策に関し、
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的な方向性を提示

9大臣会合

安全保障会議の
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緊急事態への
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日
本
の
食
料
自
給
率
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
は

一
九
六
〇
年
に
八
〇
％
近
く
あ
っ
た
が
、
食
生
活
の

変
化
や
農
産
物
の
貿
易
自
由
化
を
受
け
、
八
〇
年
に

は
五
〇
％
近
く
に
低
下
し
た
。
九
〇
年
代
以
降
は
国

内
農
業
の
衰
退
も
影
響
し
て
さ
ら
に
下
が
り
続
け
、

二
〇
一
二
年
度
は
三
九
％
。
政
府
は
二
〇
年
度
の
食

料
自
給
率
を
五
〇
％
に
引
き
上
げ
る
目
標
を
設
定
し

て
い
る
が
、
目
標
達
成
に
は
膨
大
な
補
助
金
を
つ
け

る
か
、
食
生
活
を
大
き
く
変
え
な
い
と
ム
リ
。
焼
き

芋
や
ぬ
か
漬
け
だ
け
と
い
っ
た
戦
時
中
の
よ
う
な
食

生
活
に
戻
る
覚
悟
が
あ
れ
ば
自
給
率
一
〇
〇
％
も
可

能
だ
が
、
そ
れ
で
人
々
は
満
足
で
き
る
の
か
。

　

そ
も
そ
も
食
料
の
安
全
保
障
を
左
右
す
る
フ
ァ
ク

タ
ー
は
自
給
率
だ
け
で
は
な
い
。
鎖
国
し
て
い
る
の

で
な
い
限
り
、
国
内
生
産
（
自
給
）、
輸
入
、
備
蓄

の
三
つ
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　

例
え
ば
「
輸
入
」
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
輸
入
先

を
多
角
化
し
て
リ
ス
ク
を
分
散
す
る
。
実
際
、
過

去
に
は
苦
い
経
験
が
あ
る
。
一
九
七
三
年
、
石
油

シ
ョ
ッ
ク
の
数
カ
月
前
、
突
然
日
本
を
襲
っ
た
ア
メ

リ
カ
の
大
豆
禁
輸
措
置
「
大
豆
シ
ョ
ッ
ク
」
だ
。
当

時
ほ
ぼ
ア
メ
リ
カ
一
国
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
た

日
本
で
は
大
豆
製
品
が
二
〜
三
倍
に
急
騰
。
店
頭
や

食
卓
か
ら
豆
腐
や
納
豆
が
消
え
た
。

　

こ
れ
を
教
訓
に
、
日
本
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
農
業
開
発

支
援
に
取
り
組
み
、
不
毛
の
大
地
「
セ
ラ
ー
ド
」
を

世
界
有
数
の
穀
倉
地
帯
へ
変
貌
さ
せ
た
。
近
年
、
ア

フ
リ
カ
や
南
米
で
未
開
の
耕
作
地
を
他
国
が
買
い
占

め
る
「
ラ
ン
ド
ラ
ッ
シ
ュ
」
が
横
行
し
て
い
る
が
、

日
本
は
セ
ラ
ー
ド
の
経
験
を
生
か
し
、
相
手
国
に
喜

ば
れ
る
方
法
で
供
給
源
の
多
様
化
を
図
れ
ば
い
い
。

　

ま
た
「
備
蓄
」
は
、
短
期
的
措
置
と
し
て
重
要
だ

が
、
増
や
し
す
ぎ
る
と
維
持
コ
ス
ト
が
嵩
む
た
め
、

国
際
情
勢
を
注
視
し
な
が
ら
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
。

い
。
自
前
の
軍
隊
を
持
ち
軍
拡
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
国

民
生
活
が
疲
弊
す
る
「
安
全
保
障
の
ジ
レ
ン
マ
」
同

様
「
自
給
率
の
ジ
レ
ン
マ
」
に
陥
る
だ
け
だ
。

　

む
し
ろ
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）
な
ど
国
際
協

調
・
相
互
依
存
。
い
わ
ば
「
友
だ
ち
」
を
た
く
さ
ん

つ
く
る
こ
と
こ
そ
、
究
極
の
安
全
保
障
だ
。
輸
入
も

安
定
す
る
し
、
備
蓄
も
土
地
代
の
安
い
海
外
で
行
え

ば
い
い
。
国
際
競
争
力
の
あ
る
美
味
し
い
日
本
の
コ

メ
を
世
界
無
形
文
化
遺
産
の
和
食
と
セ
ッ
ト
で
世
界

に
売
り
込
む
の
も
い
い
。
そ
れ
で
輸
出
量
が
増
え
れ

ば
、
結
果
的
に
自
給
率
も
向
上
す
る
。

　

食
料
の
安
全
保
障
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
そ
れ
と
重
な

る
面
が
多
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
「
産
業
の
食
料
」
で

あ
る
か
ら
だ
。
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
食
料

よ
り
一
桁
少
な
い
僅
か
四
％
、
準
国
産
と
い
わ
れ
る

原
子
力
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
や
っ
と
二
〇
％
。
こ
れ
で

原
子
力
を
な
く
せ
ば
電
気
料
金
は
高
騰
し
、
企
業
は

海
外
に
逃
げ
出
す
だ
ろ
う
。
雇
用
は
減
り
日
本
は
今

の
生
活
水
準
を
維
持
で
き
ず
、
技
術
力
も
失
わ
れ
か

ね
な
い
。
そ
ん
な
国
に
世
界
は
目
を
向
け
る
の
か
？

　

魅
力
が
な
い
と
友
だ
ち
に
見
向
き
も
さ
れ
な
い
。

国
の
魅
力
を
失
っ
た
と
き
安
全
保
障
は
脅
か
さ
れ
る
。

　

食
料
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
、
世
の
中
に
リ
ス
ク
フ

リ
ー
の
も
の
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
現
実
を
踏
ま
え

て
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
選
択
を
す
る
の
か
、
今
一

度
、
深
く
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

　

備
蓄
政
策
で
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
ス
イ
ス
。
永
世
中

立
国
で
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
も
Ｅ
Ｕ
に
も
非
加
盟
の
ス
イ
ス

は
、
有
事
に
備
え
一
〇
日
間
の
食
料
備
蓄
を
全
家
庭

に
義
務
づ
け
て
い
る
。
普
段
食
べ
る
パ
ン
も
備
蓄
し

て
あ
る
古
い
小
麦
か
ら
順
に
使
う
。
日
本
の
古
々
米

の
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
味
は
落
ち
る
が
「
安
全
保

障
の
た
め
」
と
い
う
国
民
的
合
意
が
形
成
さ
れ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
人
口
五
百
万
の
ス
イ
ス
の
例
を

一
億
二
千
万
人
の
日
本
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
有
事
に
備
え
る
姿
勢
は
参
考
に

な
る
。

　

天
候
不
順
に
よ
る
不
作
、
港
湾
ス
ト
や
海
上
封
鎖

に
よ
る
短
期
的
な
輸
入
途
絶
、
気
候
変
動
に
よ
る
供

給
不
足
な
ど
、
リ
ス
ク
の
種
類
と
規
模
に
応
じ
た
対

策
が
必
要
だ
。
最
大
の
リ
ス
ク
は
戦
争
だ
が
、
そ
れ

以
外
は
備
蓄
で
か
な
り
凌
げ
る
。
万
一
戦
争
で
輸
入

が
途
絶
え
て
も
最
低
限
の
食
料
は
自
給
で
き
る
し
く

エ ネ ル ギ ー セ キ ュリティへ の 視 点

本
間
正
義 

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
教
授

自
給
率

自
給｢

率｣

よ
り
国
際
協
調
、

国
の
魅
力
を
失
う
な

ほんま　まさよし
東京大学大学院農学生命科学研究科
教授（農業・資源経済学）
1951年山形県生まれ。帯広畜産大
学畜産学部卒、東京大学大学院農学
系研究科修士課程修了、米アイオワ
州立大学大学院経済学研究科博士課
程修了。国際食料政策研究所（ワシ
ントン）客員研究員、小樽商科大学教
授、国連食糧農業機関（FAO,ローマ）
専門研究員、成蹊大学教授、オースト
ラリア国立大学客員研究員などを経
て、2003年より現職。著書『農業問
題：TPP後、農政はこう変わる』『現
代日本農業の政策過程』など。
http://www.ec.a.u-tokyo.ac.jp/

み
を
準
備
し
て
お
け
ば
、
国
民
も
安
心
す
る
。

　

但
し
、
有
事
の
際
に
輸
入
が
途
絶
え
る
の
は
食
料

だ
け
で
は
な
い
。
食
料
生
産
や
輸
送
に
不
可
欠
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
も
途
絶
え
る
。
食
料
だ
け
の
安
全
保
障
な

ど
成
り
立
た
な
い
。
食
料
は
軍
事
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

と
も
に
、
総
合
安
全
保
障
の
一
環
と
位
置
づ
け
、
有

事
法
制
に
組
み
込
ん
で
お
か
な
い
と
い
け
な
い
。

　

自
給
率
は
あ
く
ま
で
結
果
。
食
生
活
と
農
業
生
産

外務省の資料をもとに作成

農林水産省の資料をもとに作成

力
と
輸
入
購
買
力
の
結
果
と
し
て
現
れ
る
も
の
だ
が
、

今
は
数
値
目
標
だ
け
が
独
り
歩
き
し
て
い
る
。
国
民

も
自
給
率
は
高
い
ほ
う
が
安
心
と
は
言
う
が
、
上
げ

る
た
め
自
ら
コ
ス
ト
負
担
し
よ
う
と
い
う
声
は
聞
こ

え
な
い
。
莫
大
な
補
助
金
を
つ
け
て
日
本
の
気
候
風

土
に
合
わ
な
い
、
つ
ま
り
市
場
競
争
力
の
な
い
麦
や

大
豆
へ
生
産
誘
導
し
て
数
値
だ
け
上
げ
て
も
、
消
費

者
は
喜
ば
な
い
し
食
料
安
全
保
障
に
は
つ
な
が
ら
な

カナダ

223

187

130 121

65 59 56 50
39
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■発効済：13
シンガポール、メキシコ、マレーシア、チリ、タイ、
インドネシア、ブルネイ、ASEAN全体、フィリピン、スイス、ベトナム、インド、ペルー
■交渉段階：10（交渉完了・未署名含む）
オーストラリア（交渉中）、モンゴル（交渉中）、カナダ（交渉中）、コロンビア（交渉中）、日中韓（交渉中）、
EU（交渉中）、RCEP（交渉中）、TPP（交渉中）、GCC（交渉延期）、韓国（交渉中断中）
■交渉開始前の段階（共同研究中など）
トルコ

日本のEPA/FTAの現状（2013年7月時点）

食料自給率国際比較
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３
・
11
以
前
の
日
本
の
電
源
構
成
は
、
石
炭
、
天

然
ガ
ス
、
原
子
力
が
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
％
弱
、
残
り
を

石
油
や
水
力
等
で
賄
っ
て
い
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

保
障
の
観
点
か
ら
見
る
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
構
成

だ
っ
た
が
、
原
子
力
が
稼
動
停
止
し
た
後
は
、
火
力

発
電
に
大
き
く
依
存
す
る
構
造
と
な
っ
た
。
特
に
天

然
ガ
ス
の
比
率
は
二
〇
一
〇
年
度
の
二
九
・
三
％
か

ら
一
二
年
度
は
四
二
・
五
％
に
急
増
。
輸
入
コ
ス
ト

も
増
大
し
、
貿
易
収
支
は
過
去
最
大
の
赤
字
を
喫
し

た
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
、
日
本
の
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
外

交
は
、「
安
定
調
達
」
は
も
ち
ろ
ん
、「
調
達
価
格
抑

制
」
に
従
来
以
上
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
主
要
命
題

に
な
っ
て
い
る
。

　

価
格
抑
制
を
め
ざ
す
日
本
に
と
っ
て
最
大
の
好
材

料
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
輸
入
の
目

処
が
立
っ
た
こ
と
だ
。
世
界
の
ガ
ス
市
場
は
、
北
米
、

ま
だ
ま
だ
政
治
的
な
駆
け
引
き
が
続
く
可
能
性
も
あ

る
。

　

だ
が
、
何
と
い
っ
て
も
日
本
と
ロ
シ
ア
は
近
い
。

シ
ー
レ
ー
ン
を
含
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
考

え
れ
ば
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
調
達
を
一
定
量
増
や
す
こ

と
は
戦
略
的
に
重
要
だ
。

　

も
う
一
つ
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
イ
ラ
ン
だ
。
核

問
題
で
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
社
会
か
ら

欧
州
、
ア
ジ
ア
で
価
格
に
大
き
な
地
域
差
が
あ
る
。

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
に
沸
く
北
米
市
場
は
最
も
安
く

一
〇
〇
万
Ｂ
Ｔ
Ｕ
あ
た
り
四
〜
五
ド
ル
。
シ
ェ
ー
ル

ガ
ス
生
産
に
は
後
れ
を
取
っ
た
が
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

で
調
達
で
き
る
欧
州
は
一
二
〜
一
三
ド
ル
。
近
隣
に

低
廉
で
豊
富
な
生
産
地
が
少
な
く
、
遠
方
か
ら
の
Ｌ

Ｎ
Ｇ
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
ア
ジ
ア
は
さ
ら
に

プ
レ
ミ
ア
ム
が
つ
い
て
一
六
〜
一
七
ド
ル
だ
。
し
か

し
北
米
の
低
廉
な
ガ
ス
を
輸
入
で
き
れ
ば
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ

へ
の
転
換
コ
ス
ト
と
輸
送
費
を
加
算
し
て
も
欧
州
並

み
価
格
へ
の
抑
制
が
期
待
で
き
る
。
日
本
は
既
に
三

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
輸
入
ラ
イ
セ
ン
ス
を
獲
得
。

実
際
の
輸
入
開
始
は
一
七
年
の
予
定
だ
か
ら
、
ま
だ

予
断
を
許
さ
な
い
が
、
目
標
に
向
け
一
歩
踏
み
出
し

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

で
は
「
次
の
一
歩
」
を
ど
う
踏
み
出
す
か
。
ア
メ

リ
カ
同
様
、
安
い
北
米
市
場
の
カ
ナ
ダ
産
シ
ェ
ー
ル

制
裁
措
置
を
受
け
て
き
た
イ
ラ
ン
だ
が
、
一
三
年
夏

の
ロ
ウ
ハ
ニ
政
権
発
足
後
は
関
係
修
復
の
兆
し
も
あ

る
。
見
通
し
は
未
だ
不
透
明
だ
が
、
一
二
年
に
は
ロ

シ
ア
を
抜
い
て
世
界
一
と
な
っ
た
ガ
ス
埋
蔵
量
を
持

つ
だ
け
に
、
日
本
も
イ
ラ
ン
を
視
野
に
入
れ
た
資
源

外
交
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
日
本
に
と
っ
て
ガ
ス
価
格
交
渉
に
お
け
る

最
大
の
カ
ー
ド
は
、
原
子
力
の
再
稼
動
だ
。
資
源
外

ガ
ス
か
、
３
・
11
後
の
ス
ポ
ッ
ト
需
要
を
担
い
急
速

に
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
た
カ
タ
ー
ル
か
。
か
ね
て
か
ら

の
輸
入
先
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
、

新
顔
と
し
て
は
ア
フ
リ
カ
も
あ
る
。
い
ず
れ
も
選
択

肢
と
し
て
視
野
に
入
れ
て
お
き
た
い
。

　

ガ
ス
生
産
量
で
は
ア
メ
リ
カ
に
抜
か
れ
た
も
の
の
、

依
然
世
界
最
大
級
の
埋
蔵
量
を
誇
る
ロ
シ
ア
は
ど
う

か
。
〇
九
年
に
サ
ハ
リ
ン
２
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ラ
ン
ト
を

稼
動
さ
せ
た
ロ
シ
ア
は
、
日
本
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
九
％
を

担
う
主
要
輸
入
先
の
一
つ
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
供

給
量
は
さ
ほ
ど
伸
び
て
い
な
い
。
誰
が
売
る
か
、
ロ

シ
ア
国
内
の
主
導
権
争
い
が
決
着
せ
ず
、
大
き
な
埋

蔵
量
を
持
つ
と
さ
れ
る
サ
ハ
リ
ン
３
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
技
術
的
問
題
か
ら
生
産
開
始
は
大
幅
に
遅
延
。
東

ア
ジ
ア
市
場
へ
の
輸
出
拡
大
を
図
り
た
い
ロ
シ
ア
は

一
三
年
末
、
国
営
企
業
ガ
ス
プ
ロ
ム
が
独
占
し
て
い

た
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
出
を
自
由
化
す
る
法
案
を
可
決
し
た
が
、

エ ネ ル ギ ー セ キ ュリティへ の 視 点

畔
蒜
泰
助 

東
京
財
団
研
究
員 
兼 

政
策
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

資
源
外
交

原
子
力
は
じ
め

多
様
な
カ
ー
ド
で
交
渉
に
臨
む

あびる　たいすけ
東京財団研究員 兼 
政策プロデューサー
1969年東京都生まれ。早稲田大学
政治経済学部卒、モスクワ国立国際
関係大学国際関係学部修士課程修了。
2005年より東京財団研究員。「日露
戦略対話」プロジェクト・リーダー、

「資源エネルギー」プロジェクト・メ
ンバー。著書『「今のロシア」がわか
る本』、共著『原発とレアアース』など。
総合情報誌「月刊FACTA」を中心に
寄稿多数。
http://www.tkfd.or.jp/research/
people/detail.php?id=38

交
の
要
諦
は
、
将
来
の
不
確
定
要
素
を
で
き
る
だ
け

排
除
し
て
予
見
性
を
高
め
、
少
し
で
も
自
国
に
有
利

な
環
境
を
つ
く
り
出
す
こ
と
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
を

行
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
外
交
交
渉
が
必
ず
し
も
上
手

く
い
く
保
証
は
な
い
が
、
そ
れ
な
ら
な
お
さ
ら
自
ら

で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
。
日

本
自
身
が
で
き
る
こ
と
、
つ
ま
り
原
子
力
を
再
稼
動

さ
せ
、「
足
元
を
見
ら
れ
て
い
る
」
状
況
を
解
消
す

る
こ
と
が
一
番
の
カ
ー
ド
に
な
る
。

　

し
か
し
ど
う
し
て
も
原
子
力
が
動
か
な
い
場
合
に

備
え
、
環
境
問
題
と
の
兼
ね
合
い
は
あ
る
が
、
石
炭

と
い
う
選
択
肢
も
考
慮
し
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
重
要
な
の
は
、
特
定
の
地
域
や
資

源
に
依
存
し
な
い
こ
と
。
国
際
情
勢
や
相
手
国
の
状

況
変
化
に
臨
機
応
変
に
対
応
し
、
多
様
な
カ
ー
ド
を

組
み
合
わ
せ
て
リ
ス
ク
分
散
を
図
る
こ
と
だ
。

　

臨
機
応
変
な
資
源
外
交
─
─
そ
れ
に
は
、
十
分
な

情
報
収
集
と
冷
静
な
分
析
判
断
を
行
う
研
究
会
や
研

究
組
織
、
い
わ
ば
「
資
源
外
交
を
支
え
る
知
的
イ
ン

フ
ラ
」
が
不
可
欠
だ
。
と
こ
ろ
が
３
・
11
以
降
、
こ

う
し
た
イ
ン
フ
ラ
が
シ
ュ
リ
ン
ク
（
縮
小
）
す
る
方

向
に
あ
る
。
実
は
こ
れ
を
下
支
え
し
て
い
た
の
が
電

力
会
社
だ
っ
た
か
ら
だ
が
、
知
的
イ
ン
フ
ラ
の
弱
体

化
は
決
し
て
国
益
に
つ
な
が
ら
な
い
。

　

世
界
の
情
勢
が
刻
々
変
化
す
る
な
か
、
早
急
に
こ

の
縮
小
ト
レ
ン
ド
を
逆
転
さ
せ
る
。
そ
う
し
な
い
限

り
、
日
本
の
資
源
外
交
の
成
功
は
見
込
め
な
い
。

日本の主要ＬＮＧ輸入先

日本の貿易に占めるエネルギー取引

「エネルギー白書2013」の資料をもとに作成

畔蒜氏提供資料より

シェール革命が世界に与える影響

2010年 2012年

マレーシア
19.8％

オーストラリア
18.9％

インドネシア 18.2％
カタール
10.9％

ロシア
8.8％

マレーシア 16.4％ロシア 9.6％

ブルネイ
6.8％

その他

インドネシア
6.6％

UAE
6.4％

カタール
17.6％

オーストラリア
19.6％

その他

エネルギーは全体の約34％ ＝

その他 66%
　•電気機器 12％ •化学製品 8％
　•食料品 8％ •原料別製品（鉄鋼、金属製品等） 8％
　•一般機械 7％ •原料品（鉄鉱石、非金属鉱等） 7％　など

原油 17％ LNG
9％

石油
製品
5％

石
炭 

３
％

2012年の日本の化石燃料輸入額は約２４兆円
輸入総額（約７１兆円）の約３分の１

❷カタール
ヨーロッパ、アジア
マーケットの拡大

消滅

既存の輸出

今後検討が進むと
見込まれる輸出

❹ロシア
東アジアマーケットの開拓

❺中国
トルクメニスタンから

輸入拡大

❶北米（米国・カナダ）
輸出国への転換

❻モザンビーク
供給先の開拓 ❼豪州

供給先開拓・
価格交渉に直面

❸ヨーロッパ
中東からの
輸入拡大

❽日本
天然ガス輸入先の

多角化

財務省貿易統計等をもとに作成
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セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
す
な
わ
ち
「
守
り
」
を
固
め
る
に

は
、
ま
ず
「
敵
」
の
攻
撃
の
可
能
性
（
リ
ス
ク
）
と

そ
の
パ
タ
ー
ン
を
予
め
知
る
必
要
が
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
Ａ
＝
振
幅
が
増
大
す
る
リ
ス
ク
（
価
格
や
需

要
の
不
安
定
度
が
増
大
）、
Ｂ
＝
単
調
に
増
大
す
る

リ
ス
ク
（
価
格
な
ど
の
絶
対
水
準
が
ず
る
ず
る
悪

化
）、
Ｃ
＝
瞬
時
に
不
連
続
な
変
化
を
生
じ
る
リ
ス

ク
（
危
機
的
な
突
発
事
象
が
勃
発
）
の
三
つ
を
想
定

す
る
。

　

Ａ
に
対
し
て
は
、
短
期
的
に
は
備
蓄
や
市
場
安
定

化
、
中
期
的
に
は
テ
ロ
や
紛
争
抑
止
と
い
う
根
本
要

因
の
除
去
も
必
要
だ
。
Ｂ
に
対
し
て
は
、
省
エ
ネ
な

ど
で
需
要
を
抑
え
つ
つ
、
中
期
的
に
は
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力
な
ど
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。

Ｃ
に
対
し
て
は
、
未
然
防
止
と
影
響
緩
和
。
短
期
的

に
は
供
給
源
の
多
様
化
、
長
期
的
に
は
自
給
率
の
向

上
な
ど
、
い
わ
ば
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
強
靱
性
）
を
備

ア
メ
リ
カ
は
資
源
国
だ
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
供
給
元

と
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
結
ば
れ
て
い
る
か
ら
、
パ
イ
プ

の
中
の
資
源
も
自
国
の
備
蓄
と
し
て
働
く
。
日
本
と

し
て
も
、
信
頼
で
き
る
市
場
と
輸
送
手
段
の
確
保
が

重
要
で
あ
り
、
備
蓄
だ
け
に
こ
だ
わ
る
の
は
却
っ
て

不
適
切
だ
。

　

一
方
、
原
子
力
の
燃
料
で
あ
る
ウ
ラ
ン
は
、
石
油

な
ど
と
異
な
り
世
界
各
地
に
分
散
し
て
存
在
す
る
な

え
る
こ
と
が
大
事
。
こ
の
よ
う
に
、
時
間
軸
も
考
慮

し
な
が
ら
、
攻
撃
パ
タ
ー
ン
に
応
じ
た
「
武
器
」
を

組
み
合
わ
せ
て
持
つ
の
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
だ
。

　

Ｗ
Ｅ
Ｆ
（
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
）「
グ
ロ
ー
バ

ル
リ
ス
ク
報
告
書
２
０
１
３
年
版
」
に
よ
れ
ば
、
現

在
の
世
界
は
、「
長
期
間
に
わ
た
る
財
政
不
均
衡
」

や
「
極
端
な
所
得
格
差
」
な
ど
の
リ
ス
ク
が
発
生
可

能
性
・
影
響
の
両
面
で
深
刻
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、

不
安
定
度
が
増
し
て
い
る
。
日
本
周
辺
の
情
勢
を
見

て
も
、
外
交
面
で
の
緊
張
の
高
ま
り
な
ど
が
懸
念
さ

れ
、
多
方
面
で
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
は
急
務
だ
。

　

最
も
有
力
な
武
器
の
一
つ
は
「
備
蓄
」
だ
が
、
そ

れ
は
必
ず
し
も
タ
ン
ク
に
現
物
を
大
量
に
抱
え
る
こ

と
を
意
味
し
な
い
。
市
場
が
健
全
に
機
能
し
、
い
つ

で
も
ど
ん
な
量
で
も
適
正
な
価
格
で
入
手
で
き
る
な

ら
、
市
場
機
能
そ
れ
自
体
が
備
蓄
だ
と
も
言
え
る
。

ど
、
供
給
安
定
度
も
高
い
。
さ
ら
に
、
そ
の
燃
料
サ

イ
ク
ル
は
「
潜
在
的
備
蓄
効
果
」
を
持
つ
。
原
子
燃

料
は
、
原
子
炉
に
装
荷
す
れ
ば
燃
料
交
換
な
し
に
三

年
程
度
燃
え
続
け
る
。
交
換
用
に
炉
内
に
在
庫
し
て

い
る
新
燃
料
、
次
に
使
う
た
め
加
工
工
程
に
あ
る
燃

料
・
原
料
を
合
わ
せ
れ
ば
、
二
〇
〇
五
年
頃
の
デ
ー

タ
で
は
あ
る
が
、
日
本
全
体
で
約
二
年
余
分
を
備
蓄

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
再
処
理
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
利
用
す
れ
ば
備
蓄
燃
料
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
値

は
増
大
し
、
仮
に
高
速
増
殖
炉
が
実
現
す
れ
ば
も
は

や
追
加
の
ウ
ラ
ン
の
手
当
て
を
要
し
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
、
技
術
開
発
に
よ
っ

て
さ
ら
に
価
値
を
増
す
弾
力
性
の
あ
る
備
蓄
は
、
実

は
Ａ
や
Ｃ
だ
け
で
な
く
、
石
油
備
蓄
で
は
対
応
で
き

な
い
Ｂ
の
リ
ス
ク
に
も
対
抗
力
を
持
ち
得
る
。

　

こ
の
よ
う
な
特
質
も
踏
ま
え
て
、
日
本
は
石
油
危

機
以
降
、
原
子
力
の
導
入
拡
大
を
進
め
、
リ
ス
ク
低

減
を
図
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
今
、
日
本
は
原
子
力

を
全
面
停
止
し
、
電
力
供
給
の
約
九
割
を
火
力
に
依

存
す
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
余
儀
な
い

理
由
に
よ
る
停
止
だ
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
苦
労
し
て
手
に
し
た
強

力
な
武
器
を
自
ら
放
棄
し
て
い
る
に
等
し
い
。

　

と
も
あ
れ
、
今
後
日
本
が
原
子
力
を
再
稼
動
さ
せ

て
い
く
上
で
は
、
相
応
の
覚
悟
と
責
任
が
伴
う
こ
と

を
強
調
し
た
い
。
原
子
力
安
全
の
徹
底
し
た
再
検
証

と
改
善
が
執
ら
れ
た
こ
と
が
国
民
に
よ
く
理
解
さ
れ

る
こ
と
は
当
然
と
し
て
、
日
本
の
核
物
質
関
連
技

術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
・
人
材
の
流
出
を
防
止
す
る
「
核
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
」
面
で
果
た
す
べ
き
義
務
が
あ
る
。
平

和
目
的
に
特
化
し
つ
つ
、
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保

し
な
が
ら
、
原
子
力
技
術
を
い
か
に
賢
く
効
率
的
に

使
う
か
の
模
範
を
示
す
─
─
そ
れ
こ
そ
が
、
国
際
社

会
に
対
す
る
日
本
の
責
任
で
あ
り
貢
献
だ
。
そ
の
貫

徹
の
気
概
な
く
し
て
、
原
子
力
の
将
来
は
な
い
。

　

石
油
危
機
直
後
の
七
四
年
に
設
立
さ
れ
た
Ｉ
Ｅ

Ａ
（
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
）
は
、
石
油
備
蓄
基

準
（
前
年
純
輸
入
量
の
九
〇
日
分
）
を
満
た
す
こ
と

が
加
盟
要
件
と
な
っ
て
お
り
、
供
給
途
絶
時
に
は
市

場
に
協
調
放
出
す
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。
協
調

放
出
は
九
一
年
の
湾
岸
戦
争
や
〇
五
年
の
ハ
リ
ケ
ー

ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
時
に
、
市
場
安
定
化
に
成
果
を
上

げ
た
。

　

昨
今
の
中
東
情
勢
か
ら
石
油
危
機
の
再
来
を
懸
念

す
る
声
も
あ
る
が
、
産
油
国
側
も
学
習
し
た
は
ず
だ
。

つ
ま
り
、
石
油
価
格
の
高
騰
は
日
本
な
ど
購
入
国
側

に
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
気
運
を
生
み
、
産
油
国

側
の
損
失
に
も
つ
な
が
っ
た
。
今
や
石
油
は
「
普
通

の
財
」
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
備
蓄
で
対
抗
し
よ

う
と
し
た
Ａ
や
、
特
に
Ｃ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
は
著
し

く
減
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

実
は
欧
米
は
さ
ほ
ど
備
蓄
を
重
視
し
て
い
な
い
。

エ ネ ル ギ ー セ キ ュリティへ の 視 点

長
野
浩
司 

電
力
中
央
研
究
所
社
会
経
済
研
究
所
副
研
究
参
事

備
蓄潜

在
的
備
蓄
効
果
と
い
う

「
武
器
」

ながの　こうじ
電力中央研究所
社会経済研究所副研究参事
1962年東京都生まれ。東京大学工学
部原子力工学科卒、同大学院工学系
研究科原子力工学専攻修士課程修了。
博士（東京大学）。電力中央研究所
入所、90-92年国際応用システム分
析研究所（IIASA、オーストリア）
研究員、社会経済研究所主任研究員、
上席研究員などを経て、現職。現在、
電気事業経営領域とエネルギー技術
評価領域のリーダーを兼務。
http://www.denken.or.jp/jp/serc/
serc/profile/nagano.html

想定すべきリスクの性状

発生の可能性が高いグローバルリスク上位5位（2010〜2014年）

WEF「グローバルリスク報告書2014年版」の資料をもとに作成

電力中央研究所の資料をもとに作成

2010 2011 2012 2013 2014

1位 資産価格の
崩壊 気象災害 極端な

所得格差
極端な

所得格差 所得格差

2位
中国の

経済成長鈍化
（＜6％）

水害 長期間にわたる
財政不均衡

長期間にわたる
財政不均衡 異常気象

3位 慢性疾患 不正行為 温室効果ガス
排出量の増大

温室効果ガス
排出量の増大

失業および
不完全雇用

4位 財政危機 生物多様性の
喪失 サイバー攻撃 水供給危機 気候変動

5位
グローバル・
ガバナンスの

欠如

気候変動による
災害 水供給危機 高齢化への

対応の失敗 サイバー攻撃

原子力の潜在的備蓄効果

2005年時点のデータに基づく
電力中央研究所の資料をもとに作成

約2.8年

原子力
1GWe×50基
設備利用率80％
8.72EJ

石油
3.6EJ

石油ガス
（LPガス）
0.128EJ

2.35年

現状70日
目標90日

備
蓄
期
間（
不
安
定
性
へ
の
耐
性
） 発電所

約1年

加工施設等
約1.35年

現状
175日

リサイクルによる
上乗せ効果
0.2～0.5年

方向性A
振幅が増大するリスク

方向性C
瞬時に不連続な変化を

生じるリスク

方向性B
単調に増大するリスク
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エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
は
、
日
本
に
と
っ
て
過

去
・
現
在
・
未
来
に
亘
る
重
要
課
題
だ
。
か
つ
て
日

本
が
太
平
洋
戦
争
に
突
き
進
ん
だ
の
も
、
一
つ
に
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
石
油
獲
得
が
目
的
だ
っ
た
し
、
昨

今
期
待
の
日
本
近
海
に
お
け
る
資
源
開
発
は
未
だ

将
来
の
話
。
現
在
日
本
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の

九
六
％
を
海
外
に
依
存
し
、
原
発
の
長
期
停
止
が
続

く
な
か
で
代
替
化
石
燃
料
の
輸
入
に
年
間
約
四
兆
円

も
余
分
に
費
や
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
現
実
を
見

過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

ウ
ラ
ン
も
輸
入
資
源
だ
が
、
使
用
済
燃
料
を
再
処

理
す
れ
ば
、
準
国
産
の
Ｍ
Ｏ
Ｘ
（
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
）
燃
料
と
し
て
再
利
用
で
き
る
。

高
速
増
殖
炉
が
実
現
す
れ
ば
、
発
電
で
消
費
し
た
以

上
の
燃
料
を
生
み
出
す
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
た
め
に
「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
」

を
有
効
な
選
択
肢
と
し
た
の
は
間
違
い
で
は
な
い
。

　

た
だ
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

保
障
上
は
非
常
に
有
効
だ
が
、
国
際
的
な
安
全
保
障

の
観
点
で
は
懸
念
も
あ
る
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
ウ
ラ

ン
と
並
ぶ
核
兵
器
原
料
で
あ
り
、
ウ
ラ
ン
よ
り
少
量

で
臨
界
に
達
す
る
た
め
小
型
化
が
容
易
で
ミ
サ
イ
ル

に
も
搭
載
し
や
す
い
。
日
本
は
現
在
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

の
「
在
庫
」
を
約
四
四
ト
ン
抱
え
て
お
り
、
そ
れ
は

核
兵
器
に
す
れ
ば
五
千
発
以
上
に
相
当
す
る
。
米
ロ

の
核
保
有
は
七
千
〜
八
千
発
、
中
国
や
英
仏
は
二
百

〜
三
百
発
だ
か
ら
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
否

応
な
く
諸
外
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
い
く
ら
大
量
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を

持
っ
て
い
て
も
日
本
に
は
核
開
発
の
意
図
な
ど
な
い

が
、
そ
れ
で
納
得
し
て
く
れ
る
ほ
ど
世
界
は
甘
く
な

い
。「
で
は
何
に
使
う
の
か
？
」
と
問
わ
れ
た
場
合
、

軽
水
炉
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
燃
や
す
プ
ル
サ
ー
マ
ル

も
、
高
速
増
殖
炉
計
画
も
遅
れ
て
い
る
現
状
で
は
、

提
」
で
あ
る
。
技
術
的
な
安
全
確
保
だ
け
で
な
く
、

感
情
面
に
も
配
慮
し
、
安
心
感
を
持
っ
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
。
政
府
、
事
業
者
、
研
究
者
な
ど
原
子
力

に
携
わ
る
す
べ
て
の
人
が
国
民
の
信
頼
回
復
に
努
め

な
い
こ
と
に
は
、
サ
イ
ク
ル
ど
こ
ろ
か
再
稼
動
す
ら

で
き
な
い
。

　

国
内
で
は
原
子
力
か
ら
撤
退
し
、
輸
出
面
に
お
い

て
国
際
的
影
響
力
を
維
持
す
る
と
い
う
の
は
非
現
実

的
だ
。
一
旦
撤
退
し
始
め
る
と
人
材
・
技
術
力
・
産

業
が
ど
ん
ど
ん
ダ
メ
に
な
っ
て
い
く
。
今
こ
そ
原
子

力
を
め
ぐ
る
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
脱
し
、
再
稼
動
を

実
現
し
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
き
ち
ん
と
回
し
て
い

け
る
よ
う
、
ま
ず
は
原
子
力
の
信
頼
回
復
へ
向
け
た

関
係
者
の
真
摯
な
努
力
を
望
み
た
い
。

納
得
を
得
る
説
明
は
難
し
い
。
ま
た
日
本
は
日
米
原

子
力
協
定
に
よ
り
核
保
有
国
以
外
で
唯
一
濃
縮
・
再

処
理
を
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、「
原
発
が
動
か
ず
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
の
使
い
途
も
明
確
で
な
い
日
本
に
再
処

理
を
認
め
る
な
ら
、
原
子
力
開
発
に
積
極
的
な
我
々

に
も
再
処
理
を
認
め
る
べ
き
だ
」
と
し
て
、
他
国
の

交
渉
カ
ー
ド
に
利
用
さ
れ
か
ね
な
い
。

　

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
在
庫
を
増
や
さ
な
い
方
法
と
し

て
直
接
処
分
が
主
張
さ
れ
る
が
、
直
接
処
分
に
は
、

地
中
深
く
に
埋
設
し
資
源
利
用
の
可
能
性
を
完
全
に

絶
つ
方
法
と
、
必
要
に
応
じ
て
取
り
出
せ
る
よ
う
可

能
性
を
残
し
て
お
く
方
法
が
あ
る
。
前
者
を
選
択
す

れ
ば
将
来
ウ
ラ
ン
資
源
が
不
足
し
た
際
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
を
脅
か
す
し
、
後
者
の
場
合
は
核
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
脅
か
す
問
題
を
孕
む
う
え
、「
日
本

は
い
つ
か
核
開
発
す
る
気
で
は
な
い
か
」
と
い
う
疑

念
も
持
た
れ
か
ね
な
い
。
さ
ら
に
直
接
処
分
の
場
合
、

エ ネ ル ギ ー セ キ ュリティへ の 視 点

浅
田
正
彦 

京
都
大
学
法
学
部
教
授

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル

国
際
安
全
保
障
へ
、

日
本
は
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
脱
出
を

あさだ　まさひこ
京都大学法学部教授

（国際法、核軍縮・不拡散）
1958年山口県生まれ。京都大学法学
部卒、同大学院法学研究科博士後期
課程中退。オックスフォード大学客
員研究員、岡山大学教授などを経て、
99年より現職。ジュネーブ軍縮会議
日本政府代表部専門調査員、外務省
参与、科学技術庁参与、原子力委員
会国際関係専門部会専門委員、国連
安保理北朝鮮制裁パネル委員など
歴任。著書『21世紀国際法の課題』

『核軍縮不拡散の法と政治』など。
http://law.kyoto-u.ac.jp/shokai/
staff/a-asada.html

再
処
理
に
比
べ
て
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
量
は

約
七
倍
に
増
え
る
と
も
試
算
さ
れ
て
お
り
、
処
分
場

選
定
の
ハ
ー
ド
ル
は
一
層
高
く
な
る
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
が
世
界
に
衝
撃
を

与
え
た
の
は
事
実
だ
が
、
実
際
に
原
子
力
か
ら
撤

退
・
縮
小
し
た
国
は
ご
く
一
部
で
、
新
規
導
入
を
め

ざ
す
国
が
相
次
ぐ
な
か
、
日
米
の
よ
う
に
核
不
拡
散

に
厳
し
い
条
件
を
付
け
て
き
た
原
子
力
供
給
国
が
前

面
か
ら
退
け
ば
、
中
ロ
な
ど
供
給
条
件
の
緩
い
国
々

が
世
界
の
原
子
力
開
発
を
主
導
す
る
こ
と
に
な
る
。

国
際
的
な
核
不
拡
散
体
制
を
守
る
た
め
に
も
、
ま
た

事
故
か
ら
学
ん
だ
安
全
技
術
を
世
界
に
広
め
る
た
め

に
も
、
日
本
は
原
子
力
を
維
持
し
、
ま
ず
は
プ
ル

サ
ー
マ
ル
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

原子燃料サイクル

（注）高レベル放射性廃棄物の発生体積には、キャニスタやオーバーパックを含む
文部科学省研究開発局の資料をもとに作成

英仏：日本が英仏に再処理を委託し、既に分離されてはいるが、まだ日本に
返還されていないもの

国内：再処理施設で分離されてから原子炉に装荷されるまでの状態のもの
原子力委員会の資料をもとに作成

と
考
え
る
。

　

日
本
の
サ
イ
ク
ル
政
策
は
、
一
八
年
に
一
応
の
期

限
を
迎
え
る
日
米
原
子
力
協
定
で
再
処
理
の
包
括
同

意
が
残
る
か
ど
う
か
に
左
右
さ
れ
る
。
残
ら
な
け
れ

ば
逐
一
ア
メ
リ
カ
に
再
処
理
の
許
可
を
得
る
必
要
が

生
ず
る
。
原
子
力
の
先
行
き
が
不
透
明
な
ま
ま
で
は

包
括
同
意
の
維
持
交
渉
は
容
易
で
な
く
、
準
備
期
間

を
考
え
る
と
余
り
の
ん
び
り
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。

　

そ
の
点
で
一
四
年
二
月
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
政
府
原
案
は
、
原
子
力
を

「
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」
と
位
置
づ
け
、
サ

イ
ク
ル
政
策
に
つ
い
て
も
「
関
係
自
治
体
や
国
際
社

会
の
理
解
を
得
つ
つ
、
推
進
す
る
」
と
し
て
お
り
、

評
価
し
た
い
。
と
は
い
え
「
安
全
性
の
確
保
が
大
前

再処理による高レベル放射性廃棄物の量と有害度の低減
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日本のプルトニウム保有量の推移
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天然ウランと同等の有害度になるまでに要する期間

軽水炉
使用済燃料

単
位
発
電
量
当
た
り
の

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
発
生
体
積（
相
対
値
）

0.2

0.4

0.6

0.8

約１０万年

軽水炉再処理
（ガラス固化体）
約8千年

FBR再処理
（ガラス固化体）
約300年

処分体積が、
約7分の1に減

1

0


	P20-30 OPINION_W21AP01 1
	P20-30 OPINION_W21AP01
	P20-30 OPINION_W21AP02

